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経歴：

エリートiQ（Cynosure社）は755nmと1,064nmの2波長システム
を搭載した熱破壊式レーザ脱毛機器である。「熱破壊式」が
「ショット式」1）と呼称されている文献より、本稿では以下「ショッ
ト式」と記載する。メラニンリーダー「Skintel®リーダー」を搭載
しているのが大きな特徴であり、Skintel®リーダーによる客観的
なスキンタイプアセスメントに基づいた波長および出力選択によ
り、様々なスキンタイプや部位に対して、安全性の高い施術が実現
可能となっている。本稿では、エリートiQの機能や特徴について
解説するとともに、当院の症例に基づく考察と、当院における
エリートiQおよび蓄熱式脱毛機器の使い分けについても解説する。

＜新型ショット式レーザ脱毛機器　エリートiQについて＞
エリートiQは、アレキサンドライトレーザ（755nm）とNd: YAG
レーザ（1,064nm）の2波長システムを搭載した、ショット式の
レーザ脱毛機器である（図1）。エリート
iQは、Skintel®メラニンリーダーを搭載
しているのも大きな特徴であり、皮膚の
メラニン含有量の客観的なアセスメン
トを可能にしている。Skintel®リーダー
（図2）は、3波長（630 nm、700 nm、
880 nm）のLED光の反射光を計測し、
波長による反射率の違いからメラニン
量の指標MI（Melanin Index）値（0～
99）を算出し、接続したエリートiQ本体
のレーザ波長と出力の設定をサポート
することができる。具体的には、メラニ
ン量が少ないスキンタイプに対しては、
メラニン吸収率の高い、アレキサンドラ
イトレーザ（755nm）を選択し、毛包に
おいて高いエネルギーを伝達すること
ができ、メラニン量の多いスキンタイプ
に対しては、メラニン吸収率が低く、深
達 性 に 優 れ た N d :  Y A G レ ー ザ
(1,064nm)を選択し、選択的熱作用によ
る長期的な減毛を行うことができる。
また、スポットサイズは最大24mmまで

当院患者を対象に、ショット式および蓄熱式脱毛器による施術を
行い、その脱毛効果を比較検討したところ、3回照射から1か月経
過した時点で、いずれも十分な脱毛効果が確認できた。しかしな
がら、ショット式は、蓄熱式脱毛機器よりも、抜け感を実感できる
までの期間が1週間ほど早く、減毛効果を実感しやすいという利
点があった。また、当院症例を通して、施術時の痛みやデザイン性
の高さ等に違いがあったため、ショット式と蓄熱式脱毛機器の比
較を表にまとめた（図7）。
特にデザイン性の高さは、ショット式特有のメリットであり、他
機種との差別化要因になった。したがって、うなじやVIO、髭な
ど、デザイン性が求められる部位の脱毛では、ショット式の方が
細かい操作がしやすいため、ショット式による脱毛が有効であ
る。ただし、患者の希望により、うなじなどにあえてグラデーショ
ンを付けたい場合には、蓄熱式脱毛器を選択する場合もある。

エリートiQはアレキサンドライトレーザ(755nm)とNd: YAG
レーザ(1,064nm)の2波長のロングパルスレーザを搭載しており、
Skintel®リーダーで客観的に算出したMIのアセスメントに基づき、
脱毛を実現する機器である。冷却療法用器具及び装置「クライオ６」
を併用することで、ショット式脱毛のデメリットである痛みを軽
減し、より優しい脱毛治療が可能になった。エリートiQは、照射後
比較的早期に毛の脱落を実感しやすいことや、ジェル等が不要な
非接触式であること、デザイン性の高い施術が可能なことなど、
多くの利点を有している。患者の希望や施術部位に応じて、蓄熱式
脱毛機器との併用や目的に応じて使い分けることが有効である。

＜症例①：下腿　ショット式と蓄熱式の比較の比較＞（図4．）
当院の40代患者（男性）の下腿に対し、エリートiQと蓄熱式脱毛
機器を片側ずつ照射し、照射後の減毛効果について比較検討を
行った。

ショット式と蓄熱式脱毛
機器を1回照射後の経過
を比較すると、ショット
式を照射した側（右下腿）
は照射からおよそ1～2
週間で毛の脱落がみられ
たのに対し、蓄熱式脱毛
機器を照射した側（左下
腿）では毛の脱落が始ま
るまでに2～3週間かか
るなど、ショット式の方
が効果を早く実感しやす
い傾向がみられた。3回照
射後から１か月経過した
段階（図5）で、ショット式
照射側と蓄熱式脱毛機器
照射側を比較すると、減
毛効果に大きな違いはな
く、いずれも効果的に脱
毛ができていた。また、施
術の時間に関しては、ショット式が2Hzの繰り返し周波数で約9
分、蓄熱式は約10分(ジェル塗布含む)と、照射時間に大きな差異
はみられなかった。（図6）

＜症例②：うなじ　エリートiQを用いた脱毛＞（図7）

うなじ部に対し、エリート
iQを３回照射し、うなじの
デザイン脱毛を実施した。

選択でき、施術時間を短縮することで、患者および施術者の負担
を軽減できるのも大きなメリットである。
ショット式レーザ脱毛機器のデメリットとして、照射時の熱感や
痛みが比較的大きい点が挙げられるが、エリートiQでは冷却療法
用器具及び装置「クライオ６」を併用することで、照射前から照射
後まで継続的に皮膚を冷却し、痛み・熱感の軽減および熱傷など
の副作用を軽減することができる。「クライオ６」の冷気流量は、
治療内容や患者の状態に合わせて、１～９レベルの間で設定で
き、 445～1,450ℓ/min（本体冷気吐出口）の吐出流量を設定で
きる。

＜スキンタイプのアセスメント＞
Fitzpatrickスキンタイプは、6つ
の分類に分かれている。我々アジ
ア人のスキンタイプはⅡ～Ⅴと
多岐に渡っており、実際にスキン
タイプⅡ～ⅢやⅢ～Ⅳの目視で
の判断は難しく、アセスメントに
苦渋することも多く経験する。実
際に図3は、目視では肌色は濃く見えないが、Skintel®リーダーに
よる計測では、スキンタイプⅣであった。レーザ脱毛は、スキンタ
イプの違いによって、波長の選択やフルエンスが大きく異なるた
め、Skintel®リーダーのサポートによって、客観的に測定された
スキンタイプを導き出すことができるのは、より安全な治療を選
択するためにも有用である。

＜レーザ脱毛の基礎～ショット式と蓄熱式の違い＞
脱毛を目的とするレーザ機器は、作用機序の違いによって、
ショット式と蓄熱式の2つに大別される。ショット式とは、ロング
パルスアレキサンドライトレーザ／Nd: YAGレーザなど、高
出力のレーザを1ショットずつ照射することにより、毛包の発毛
組織を破壊する脱毛方式であり、一方、蓄熱式とは、低出力の
レーザを最大10Hzで連続照射するムービングテクニックによ
り、発毛を司る組織に熱ダメージを蓄積し、破壊する脱毛方式で
ある。

＜当院におけるレーザ脱毛の機器別の施術割合＞
2022年3月の月間データでは、脱毛を受けた患者総数150名。
このうち蓄熱式脱毛が67名、エリートiQを用いた脱毛は83名で
あった。
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図4. 症例① 下腿の脱毛例

図5. 症例① 1か月経過後の残毛比較
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図6. 症例① 1か月経過後の残毛比較
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図5. 症例② うなじのデザイン脱毛

デザイン脱毛 （エリートiQ）

治療前 3回施術後→1ヶ月後

図8.　ショット式と当院の蓄熱式脱毛の比較 まとめ
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毛の濃さのグラデーションがつけやすい
（うなじなど）

1～2週間で脱落 （効果を実感しやすい）

1～2週間で脱落 （効果を実感しやすい）

なし
凹凸のある部分でも照射しやすい
血管腫や美肌治療も行える
蓄熱式がくすぐったいなど苦手な方に対応 痛みをコントロールできる

ジェル

ショット式 当院の蓄熱式


